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１．千代田区気候非常事態宣言（抜粋）

出典：千代田区役所ホームページ

千代田区気候非常事態宣言
～持続可能なまちゼロカーボンちよだに向けて～

近年、大型台風や集中豪雨、記録的な猛暑など、気候変動の影響による
と考えられる異常気象が頻発し、甚大な被害が発生しています。
本区においても猛暑による熱中症や台風などによる水害のリスクに直面
するなど、区民生活に多大な影響をもたらしています。

これらは、排出され続けている二酸化炭素の増加による地球温暖化の影
響と言われており、今後も気候変動の影響による被害の頻発化、激甚化が
予測され、もはや気候危機というべき非常事態に直面しています。
（中略）
本区は、ここに気候非常事態を宣言し、「２０５０ゼロカーボンちよだ」を掲げ、
２０５０年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指します。
そして、皇居を中心に緑と水辺が豊かな都心千代田区を、子どもたちやさら
に未来の人々に引き継いでまいります。

令和３年11月５日

千代田区長 樋󠄀 口 高 顕



２．環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）について

２

環境（Environment）：環境負荷の低減

環境保全の推進 法令等の順守＋

マネジメント（Management）：管理

システム（System）：仕組み

Plan

Do

Check

Action

ＣＥＳ：千代田エコシステム（ＣＥＳ：ChiyodaEco System）の略称で、区にかかわるすべての

人々が取り組みやすい環境マネジメントシステム。



出典：千代田区役所ホームページ、ＣＥＳ推進協議会ホームページを基に作成

千代田区役所のＥＭＳの経緯

平成15年８月～ＩＳＯ１４００１を推進
平成16年８月～ＩＳＯ１４００１を教育部門に拡大
平成21年４月～ＣＥＳクラスⅢの導入

３

３．CＥSの３タイプの仕組み



４

平成19年３月
『クラスⅢガイド』発行

平成28年10月
『クラスⅢガイド』改訂版発行

令和３年11月５日
千代田区気候非常事態宣言

2015年（平成27年）９月
ISO14001:2015発行

令和６年５月
『クラスⅢガイド』改訂版発行

４．CＥSクラスⅢガイドについて

出典：『千代田エコシステム（CES）クラスⅢガイド[改訂版]2024（令和６）年版』（CES推進協議会ホームページ）



５

５．CＥSクラスⅢ導入、運用の流れ

（１）CESの適用範囲の決定
（２）CES体制の決定
（３）エネルギー使用量の把握
（４）環境法規制の特定
（５）資格業務の特定
（リスクと機会の特定）

Step２：
計画の策定

（１）環境方針の策定
（２）環境目標の設定
（実行チェックシートの作成）

Step３：
計画の実施

（１）教育の実施
（２）情報記録の管理

Step４：
点検・評価

Step５：
見直し

（１）経営者による見直し
（２）改善

Step１：
事前準備

出典：『千代田エコシステム（CES）クラスⅢガイド[改訂版]2024（令和６）年版』（CES推進協議会ホームページ）

【各段階】 【実施事項】 ※【様式】

（１）環境目標の達成状況の評価
（２）環境法規制の順守状況の評価
（３）問題解決報告書の作成（該当する場合のみ）
（実行チェックシートによる点検）

３－１ 現状確認表

３－２ 計画表・実績表
３－３ 実行チェックシート

３－４ 教育実施報告書
３－５ 情報記録書

３－１ 現状確認表
３－２ 計画表・実績表
３－３ 実行チェックシート
３－６ 問題解決報告書

３－７ 活動報告書

※様式の使用は任意であり、実施事項を満たしていれば、当該事業者によるもので可とする。



６

６．千代田区環境方針 基本方針（抜粋）

出典：千代田区役所ホームページ



７

７．ＥＭＳの構築、運用のポイント

（１）トップダウンで進めること。

（２）全員が当事者として、主体的に取り組むこと。

（３）定期的に教育を実施すること。

（４）点検の結果を全員で共有すること。

（５）未来志向で進めていくこと。

2024年

☆「脱炭素セミナー」に参加

2030年

☆二酸化炭素総排出量を

2013年度比42.3％削減

2050年

☆二酸化炭素排出量

実質ゼロの実現


